
 

 

 

民 主 島 根 （1） 2024年 6月 23 日 

日
本
共
産
党
出
雲
南
部
支

部
は
８
日
、
大
平
よ
し
の
ぶ

衆
院
中
国
比
例
予
定
候
補
を

パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
た
「
稗

原
の
農
業
と
食
を
語
る
つ
ど

い
」
を
中
山
間
地
域
の
出
雲

市
稗
原
町
で
開
き
、
約
８
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

パ
ネ
リ
ス
ト
は
ほ
か
に
、

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部

南
部
営
農
セ
ン
タ
ー
の
板
垣

良
志
セ
ン
タ
ー
長
、
農
事
組

合
法
人
・
野
尻
の
郷
の
柿
本

榮
代
表
理
事
、
出
雲
市
の
三

上
幹
孝
農
林
水
産
部
次
長
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
亀
谷

ゆ
う
子
衆
院
島
根
２
区
予
定

候
補
。 

農
業
の
担
い
手
の
減
少
や

後
継
者
問
題
、
圃
場
基
盤
の

整
備
や
農
業
・
農
村
環
境
を

維
持
し
て
い
く
重
要
性
、
持

続
可
能
な
農
業
経
営
の
確
立

な
ど
に
つ
い
て
討
論
し
ま
し

た
。 

2024年 
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大
平
よ
し
の
ぶ
衆
院
中
国

比
例
予
定
候
補
を
は
じ
め
、

党
地
方
議
員
が
国
会
内
で
要

請
。
島
根
か
ら
は
、
橘
ふ
み

松
江
市
議
が
参
加
し
ま
し

た
。 

 

文
部
科
学
省
と
の
交
渉
で

は
、
小
中
学
校
の
給
食
費
無

償
化
を
国
の
責
任
で
行
う
ほ

か
、
高
等
教
育
の
授
業
料
・

入
学
金
無
償
化
の
対
象
を
す

べ
て
の
学
生
に
広
げ
る
こ
と

な
ど
を
求
め
ま
し
た
。 

厚
生
労
働
省
に
は
、
国
と

し
て
の
子
ど
も
医
療
費
無
料

化
制
度
や
国
民
健
康
保
険
の

子
ど
も
の
均
等
割
廃
止
、
非

常
勤
が
約
８
割
を
占
め
る
女

性
相
談
支
援
員
の
処
遇
改
善

な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。 

大
平
氏
は
、
５
月
２
９
日

に
自
民
、
公
明
、
維
新
の
賛

成
で
可
決
、
成
立
し
た
改
定

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法

に
ふ
れ
、「
最
重
要
課
題
の
食

料
自
給
率
の
向
上
を
投
げ
捨

て
た
」
と
批
判
。
食
料
と
農

業
、
農
村
の
危
機
を
打
開
す

る
た
め
に
は
「
農
林
水
産
予

算
を
思
い
切
っ
て
増
額
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
強
調
し
、「
農

業
を
国
の
基
幹
産
業
に
位
置

づ
け
、
豊
か
な
自
然
を
生
か

し
、
若
い
人
が
取
り
組
め
る
よ

う
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。 

柿
本
代
表
理
事
は
「
農
業
の

魅
力
を
広
げ
て
、
夢
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
語

り
ま
し
た
。 

つどいで報告する大平氏（左から２人目）（出雲市） 

14：00～松江・県庁前 

16：00～出雲ラピタ本店前 

〈私たちもお話します〉 

元衆院議員            大平 よしのぶ 

党県副委員長          むらほ えりこ 

衆院島根２区予定候補   亀谷 ゆう子 

 

日
本
共
産
党
国
会
議
員
団

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
所
は
３

日
、
仕
事
や
子
育
て
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
な
ど
「
真
ん
中

世
代
」
の
要
求
実
現
を
掲
げ
、

オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
政
府
交

渉
し
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
島
根
県
委
員

会
は
尾
村
利
成
県
議
、
村
穂
江

利
子
県
副
委
員
長
、
亀
谷
ゆ
う

子
衆
院
島
根
２
区
予
定
候
補
、

遠
藤
秀
和
県
議
団
事
務
局
長

の
４
氏
を
代
表
団
に
石
川
県

能
登
半
島
・
志
賀
原
発
視
察

（
５
月
１
３
～
１
５
日
）
を
行

い
ま
し
た
。
志
賀
町
、
輪
島
市

を
調
査
し
た
視
察
団
は
５
月

２
９
日
に
出
雲
市
で
、
３
０
日

に
松
江
市
で
報
告
会
を
開
き

ま
し
た
。（
写
真
） 

視
察
団
は
、
能
登
半
島
地

震
で
は
①
志
賀
原
発
３
０
㌔

圏
内
１
４
地
区
で
１
５
４
人

が
孤
立
し
、
原
発
事
故
が
起

き
て
い
れ
ば
被
ば
く
の
危
険

性
が
あ
っ
た
②
２
１
の
放
射

線
防
護
施
設
（
屋
内
退
避
施

設
）
の
う
ち
６
施
設
で
気
密

性
が
維
持
で
き
な
い
事
態
と

な
っ
た
③
石
川
県
の
被
害
想

定
は
２
６
年
間
見
直
さ
れ

ず
、
実
際
の
被
害
と
被
害
想

定
に
大
き
な
乖
離
が
生
じ
た

④
原
発
推
進
の
志
賀
町
長
が

再
稼
働
へ
の
慎
重
姿
勢
に
態

度
を
転
換
し
た
こ
と
な
ど
を

報
告
し
ま
し
た
。 

大
国
陽
介
県
議
は
、
県
が

島
根
半
島
の
防
災
強
化
の
た

め
に
実
施
し
た
臨
時
ヘ
リ
ポ

ー
ト
候
補
地
（
７
０
カ
所
）

の
視
察
報
告
。
橘
ふ
み
松
江

市
議
は
、
同
半
島
で
の
住
民

か
ら
の
不
安
の
声
を
紹
介
し

ま
し
た
。 

尾
村
氏
は
能
登
半
島
視

察
、
島
根
半
島
調
査
を
通
じ

「
島
根
原
発
２
号
機
の
再
稼

働
（
１
２
月
予
定
）
な
ど
あ

り
得
な
い
。
実
効
あ
る
避
難

党
助
成
金
を
廃
止
す
る
独
自

の
法
案
を
参
議
院
へ
提
出
し

て
い
る
こ
と
を
紹
介
。「
政
治

と
カ
ネ
」
の
問
題
解
決
に
向

け
、「
企
業
・
団
体
献
金
、
政

党
助
成
金
を
一
切
受
け
取
ら

な
い
日
本
共
産
党
を
大
き
く

伸
ば
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。 

計
画
は
未
策
定
で
あ
り
、
県

民
の
中
に
は
地
震
・
津
波
災

害
、
原
発
事
故
へ
の
不
安
が

渦
巻
い
て
い
る
。
再
稼
働
ス

ト
ッ
プ
の
世
論
を
大
き
く

し
、
大
平
よ
し
の
ぶ
元
衆
院

議
員
の
議
席
奪
還
で
原
発
ゼ

ロ
の
政
治
を
実
現
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
の
亀
谷
ゆ
う

子
衆
院
島
根
２
区
予
定
候
補

は
１
５
日
、
江
津
市
内
５
カ

所
で
森
川
佳
英
、
多
田
伸
治

両
市
議
と
一
緒
に
、
ま
ち
か

ど
演
説
を
行
い
、
来
た
る
総

選
挙
で
「
市
民
と
野
党
の
共

闘
で
自
民
党
政
治
を
終
わ
ら

せ
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。（
写
真
） 

亀
谷
氏
は
、
国
民
の
怒
り

を
買
っ
て
い
る
自
民
党
の
裏

金
問
題
に
ふ
れ
、
日
本
共
産

党
が
企
業
・
団
体
献
金
や
政

文部科学省と交渉する大平氏（左端）と

党地方議員ら（国会内） 

〈お詫びと訂正〉 前号（1449 号）の１面「臨時へリポート

適地」の記事で、課長の氏名に誤りがありました。正しく

は、加本純也課長でした。お詫びして訂正します。 


